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2稲敷市議会だより　第32号

　平成２５年第１回稲敷市議会定例会が、２月２６日から３月２１日までの
２４日間にわたって開かれました。開会日には、市長から４５議案が提案（条
例制定９件、条例改正１０件、条例廃止１件、各会計の補正予算８件、平
成２５年度各会計予算１２件、訴えの提起３件、指定管理者の指定、人事
案件各１件）され、人事案件が承認されました。
　議会からは会議規則改正案件１件が発議・採決された後、組合議員等に
関する２件の議員選挙が執行され、いずれも指名推薦にて当選人が決定し
ました。
　最終日には、各常任委員長から審査経過等の報告を受けた後、討論・採
決を実施し、議案は全件可決されました。継続審査中であった請願３件は
いずれも不採択と決定しました。
　議会の審議内容及び議決の概要結果については、下記をご参照ください。
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【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

２月２６日（火） 開会
議案について市長の提案理由説明を受ける（４４議案）。
人事案件１件について市長の提案理由説明後、質疑、討論を
省略し採決を行う。発議第１号上程、質疑、討論、採決を行う。
選挙第１号及び選挙第２号を執行する。

　　　　　　（議案調査のため２月２７日、２８日は休会）
３月　１日（金） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【５名】

議案に対する通告質疑はなく、審査のため各常任委員会へ議案
４４件を付託する。

３月　４日（月）
３月　５日（火） 常任委員会による付託議案審査　【総務教育常任委員会】

　　　　　　（議事整理のため３月６日は休会）
３月　７日（木）
３月　８日（金） 常任委員会による付託議案審査　【産業建設常任委員会】

３月１１日（月）
３月１３日（水） 常任委員会による付託議案審査　【市民福祉常任委員会】

　　　　　　（議事整理のため３月*１２日、１４日、*１５日は休会）
３月１８日（月） 平成２４年度当初予算案の全体審査会
　　　　　　（議事整理のため３月*１９日は休会）
３月２１日（木） 各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。

議案４４件及び、請願３件に対して討論、採決を行う。
閉会

○上記の休会日で、*印の付されている日は学校等の卒業式典のため議会申合せにより休会
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平成平成２２５年 第１回 ５年 第１回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

一般会計一般会計
１９８億９,１００万円を可決！１９８億９,１００万円を可決！

前年度（震災復旧関連予算）に次ぐ過去２番目の高額予算

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会
審議結果
（賛成：反対）

議案第１号
稲敷市入札監視委員会設置条例の
制定について

入札・契約の過程・内容について、透明
性確保と適正化のための監視委員会を設
置するもの

総務教育
原案可決
（20：0）

議案第 2 号
稲敷市新型インフルエンザ等対策
本部条例の制定について

新型インフルエンザ等対策特別措置法の
制定に伴い、緊急事態宣言発令時の新型
インフルエンザ等対策本部の設置・運営
等を定めるもの

市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第 3 号
稲敷市道の構造の技術的基準を定
める条例の制定について

道路法の改正に伴い、法が定めてきた市
道の構造に関する技術的基準を条例で定
めるもの

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第 4 号
稲敷市道に設ける道路標識の寸法
を定める条例の制定について

道路法の改正に伴い、法が定めてきた市
道の道路標識寸法を条例で定めるもの

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第 5 号
稲敷市移動等円滑化のために必要
な市道の構造に関する基準を定め
る条例の制定について

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促
進に関する法律の改正に伴い、法が定め
てきた市道の構造に関する基準を条例で
定めるもの

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第 6 号
稲敷市準用河川に係る河川管理施
設等の構造の技術的基準を定める
条例の制定について

河川法の改正に伴い、法が定めてきた準
用河川の、河川管理施設等に関する構造
基準を条例で定めるもの

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第 7 号
稲敷市営住宅等の整備基準を定め
る条例の制定について

公営住宅法が改正に伴い、法が定めてきた
市営住宅整備の基準を条例で定めるもの

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第 8 号
稲敷市移動等円滑化のために必要
な特定公園施設の設置に関する基
準を定める条例の制定について

高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促
進に関する法律の改正に伴い、特定公園
施設等のバリアフリー化に関する構造基
準等について条例で定めるもの

産業建設
原案可決
（20：0）
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会
審議結果
（賛成：反対）

議案第 9 号
稲敷市水道事業の剰余金の処分等
に関する条例の制定について

地方公営企業法の改正に伴い、利益及び
資本剰余金の処分等について条例を制定
するもの

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第10号
稲敷市特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

入札監視委員会設置条例の制定に伴い、
同委員報酬を規定、及び経営戦略会議設
置条例の廃止に伴う関係事項の削除等を
行うもの

総務教育
原案可決
（20：0）

議案第11号
稲敷市職員の給与に関する条例の
一部改正について

新型インフルエンザ等の緊急事態措置に
より、当市への派遣職員の手当規定を整
備するもの

総務教育
原案可決
（20：0）

議案第12号
財産の交換，譲与，無償貸付等に
関する条例の一部改正について

地方公共団体の財政の健全化に関する法
律附則第 5条の削除に伴い、当該条例を
改正し、国に対する寄附等を対象に加え
るもの

総務教育
原案可決
（20：0）

議案第13号
稲敷市保育所設置条例の一部改正
について

保育所の管理体制強化等のため、副所長
を置くことができるように改定するもの

市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第14号
稲敷市立認定こども園設置及び管
理条例の一部改正について

認定こども園の管理体制強化等のため、
副園長を置くことができるように改定す
るもの

市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第15号

稲敷市障害福祉サービス給付認
定審査会の委員の定数等を定める
条例及び稲敷市障がい者センター
ハートピアいなしきの設置及び管
理に関する条例の一部改正につい
て

地域社会における共生の実現に向けて新
たな障害保健福祉施策を講ずるための関
係法律の整備に関する法律の制定に伴い、
当該２条例での引用条文中の題名を改め
るもの

市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第16号
稲敷市営土地改良事業の経費の賦
課徴収に関する条例の一部改正に
ついて

土地改良法の改正に伴い、引用条項を改
正するもの

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第17号

稲敷市企業立地の促進等による地
域における産業集積の形成及び活
性化に関する法律第10条第1項の
規定に基づく準則を定める条例の
一部改正について

茨城圏央道産業コンプレックス基本計画
の認可期間の延長に伴い、条例の効力失
効を平成 30年 3月31日まで延長するも
の

総務教育
原案可決
（20：0）

議案第18号
稲敷市営住宅の設置及び管理に関
する条例の一部改正について

公営住宅法の改正に伴い、法が定めてき
た市営住宅の入居者資格を条例で定める
もの

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第19号
稲敷市都市公園条例の一部改正に
ついて

都市公園法の改正に伴い、法が定めてき
た都市公園の設置基準について条例で定
めるもの

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第20号
稲敷市経営戦略会議設置条例の廃
止について

稲敷市経営戦略会議廃止のために条例を
廃止するもの

総務教育
原案可決
（20：0）

議案第21号
平成 24 年度稲敷市一般会計補正
予算（第7号）

予算総額を202億 8662万 4千円とする
継続費、繰越明許費、地方債の補正を行
う

各常任委員会
原案可決
（20：0）

議案第22号
平成 24 年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第3号）

予算総額を61億 2543万 6千円とする 市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第23号
平成 24 年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第2号）

予算総額を4億 4110万 8千円とする 産業建設
原案可決
（20：0）
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会
審議結果
（賛成：反対）

議案第24号
平成 24 年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第3号）

予算総額を20億 4565万 8千円とする 産業建設
原案可決
（20：0）

議案第25号
平成 24 年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第3号）

予算総額を30億 5437万 1千円とする 市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第26号
平成 24 年度稲敷市浮島財産区特
別会計補正予算（第2号）

予算総額を459万 5千円とする 総務教育
原案可決
（20：0）

議案第27号
平成 24 年度稲敷市古渡財産区特
別会計補正予算（第1号）

予算総額を407万 7千円とする 総務教育
原案可決
（20：0）

議案第28号
平成 24 年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第2号）

予算総額を8億 7065万 1千円とする 市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第29号 平成 25年度稲敷市一般会計予算
予算総額を198億 9100万円とする
（前年比　3.6％減）

各常任委員会
原案可決
（19：1）

議案第30号
平成 25年度稲敷市国民健康保険
特別会計予算

予算総額を60億 5,632万 3千円とする
（前年比　7.6％増）

市民福祉
原案可決
（19：1）

議案第31号
平成 25年度稲敷市，稲敷郡町村
及び一部事務組合公平委員会特別
会計予算

予算総額を15万 6千円とする
（前年比　11.9％減）

総務教育
原案可決
（20：0）

議案第32号
平成 25年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計予算

予算総額を3億 9669万円とする
（前年比　1.1％減）

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第33号
平成 25年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算

予算総額を19億 4203万 5千円とする
（前年比　3.6％増）

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第34号
平成 25年度稲敷市介護保険特別
会計予算

予算総額を31億 5108万 1千円とする
（前年比　1.6％増）

市民福祉
原案可決
（19：1）

議案第35号
平成 25年度稲敷市浮島財産区特
別会計予算

予算総額を123万 9千円とする
（前年比　0.32％減）

総務教育
原案可決
（20：0）

議案第36号
平成 25年度稲敷市古渡財産区特
別会計予算

予算総額を353万 1千円とする
（前年比　0.16％減）

総務教育
原案可決
（20：0）

議案第37号
平成 25年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計予算

予算総額を1億 5706万 1千円とする
（前年比　18.2％増）

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第38号
平成 25年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計予算

予算総額を8億 4278万 9千円とする
（前年比　1.5％増）

市民福祉
原案可決
（19：1）

議案第39号
平成 25年度稲敷市水道事業会計
予算

収益的収入支出予算総額：9億 4827万 9千円
（前年比　0.7％減）
資本的収入予算総額：5321万円
（前年比　35.6％減）
資本的支出予算総額：1億 8107万 7千円
（前年比　31.6％減）

産業建設
原案可決
（19：1）

議案第40号
平成 25年度稲敷市工業用水道事
業会計予算

収益的収入支出予算総額：896万 2千円
（前年比　0.02％減）
資本的収入支出予算総額：0千円
（施設整備がある場合のみに計上）

産業建設
原案可決
（20：0）

議案第 41号 訴えの提起について

税滞納者の借入過払い金の債権差押につ
いて第三債務者（ＳＭＢＣコンシューマー
ファイナンス㈱）から支払いがないため、
取立請求訴訟を提訴する

市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第42号 訴えの提起について
上記議案と同様に、第三債務者（アコム㈱）
に対し取立請求訴訟を行うもの

市民福祉
原案可決
（20：0）
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請 願 の 審 議 結 果
受付日 件　　　名

提　出　者
住所・氏名

付託委員会
審議結果
（賛成：反対）

請願第 1号
（H24.8.24）

東海第二原発の再稼働に
反対する意見書の提出を
求める請願書

東茨城郡茨城町
農民運動茨城県連合会
会長　岡 野　　 忠

市民福祉
不 採 択
（ 3：16）

請願第 2号
（H24.8.27）

東海第二原発の廃炉に向
け意見書提出を求める請
願

稲敷市
稲敷平和の会
事務局長　渋 谷　俊 昭
　　　　　　　　　外 219 名

市民福祉
不 採 択
（ 3：16）

請願第 3号
（H24.11.22）

東海第二原子力発電所の
再稼働中止を求める請願
書

稲敷市
放射能汚染から子どもたちの
未来を守る稲敷の会
会長　椎 野　　 隆

市民福祉
不 採 択
（ 3：16）

　　＊請願については3案件とも、平成 24年申請で継続審査中であったもの

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会
審議結果
（賛成：反対）

議案第43号 訴えの提起について
上記議案と同様に、第三債務者（㈱エイワ）
に対し取立請求訴訟を行うもの

市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第44号 指定管理者の指定について

契約期間終了となる稲敷市障がい者セ
ンターハートピアいなしきの指定管理を、
引き続き４月から稲敷市社会福祉協議会
に指定するもの

市民福祉
原案可決
（20：0）

議案第45号 監査委員の選任について
前議会選出監査委員の辞職に伴い、坂本 
源 議員を選任

―
原案同意
（19：0）

発議第 1 号
稲敷市議会会議規則の一部改正に
ついて

地方自治法改正に伴い、本会議での公聴
会、参考人の規定を新設し、その他の引
用条項等を修正するもの

―
原案可決
（20：0）

選挙第１号
江戸崎地方衛生土木組合議会議員
補欠選挙について

高野貴世志 議員を、指名推薦により決定 ―
当　選

（20：0）

選挙第 2 号
茨城県後期高齢者医療広域連合議
会議員一般選挙について

任期満了に伴い、木内義延 議員を、指名
推薦により決定

―
当　選

（20：0）

※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。

※議長は採決には加わりません。（ただし、可否同数の場合は、議長により決することになります）
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吉　

　

市
民
が
一
番
望
ん
で
い
る
国
民
健

康
保
険
税
の
引
き
下
げ
、
介
護
保
険

利
用
料
、
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
な

ど
に
対
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

し
は
増
え
て
い
な
い
。
平
成
25
年
度

末
見
込
み
で
１
０
６
億
８
６
０
万
５

千
円
の
積
立
基
金
が
残
る
見
込
み
で

あ
る
。
こ
の
１
０
６
億
円
を
有
効
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
案
第
30
号
：
平
成
25
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

■
反
対
討
論

山
口
清
吉　

　

平
成
25
年
度
予
算
概
要
に
国
民
健

康
保
険
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い

る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
一
般
会
計
繰
入
金
が
６
，
６
８
１
万

６
千
円
も
減
額
さ
れ
て
い
る
。
国
の
負

担
を
求
め
る
と
同
時
に
市
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
を
増
や
し
、
滞
納
が
生
ま

れ
な
い
国
民
健
康
保
険
税
に
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

 

議
案
第
34
号
：
平
成
25
年
度
稲
敷

市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

■
反
対
討
論

　
　
　
　
　
　

山
口
清
吉　

　

稲
敷
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
よ
り
介
護

保
険
料
は
34
％
も
の
大
幅
値
上
げ
が

さ
れ
た
。
保
険
制
度
の
良
い
と
こ
ろ

は
生
か
し
つ
つ
、
公
的
支
出
を
増
や

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
案
第
38
号
：
平
成
25
度
稲
敷
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

■
反
対
討
論

　
　
　
　
　
　

山
口
清
吉　

　

75
歳
以
上
の
収
入
が
少
な
く
病
気

が
ち
の
お
年
寄
り
だ
け
の
保
険
制
度

が
成
り
立
つ
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
廃
止
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

議
案
第
39
号
：
平
成
25
度
稲
敷
市

水
道
事
業
会
計
予
算 

■
反
対
討
論

　
　
　
　
　
　

山
口
清
吉　

　

平
成
25
年
度
予
算
と
平
成
21
年
度

決
算
を
比
較
す
る
と
、
給
水
収
益
、

職
員
給
与
費
、
企
業
債
償
還
金
の
指

標
だ
け
で
見
る
と
水
道
事
業
会
計
は

大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
ど
お
り
に
、
一
般
会
計
繰
入
を
行

え
ば
、
十
分
水
道
料
金
の
値
下
げ
は

可
能
で
は
な
い
か
。

請
願
第
２
号
：
東
海
第
二
原
発
の

廃
炉
に
向
け
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て

■
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　

山
口
清
吉　

　

30
キ
ロ
圏
内
に
94
万
人
が
住
ん
で

い
る
東
海
第
二
原
発
で
事
故
が
起
き

た
ら
ば
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
茨

城
県
知
事
も
、
全
住
民
の
避
難
は
困

難
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
東
海
第

二
原
発
は
、
運
転
開
始
し
て
か
ら
既

に
34
年
た
ち
、
老
朽
化
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
。
そ
も

そ
も
原
発
は
未
完
成
の
技
術
で
あ
り
、

人
間
が
制
御
で
き
な
い
分
野
が
た
く

さ
ん
残
さ
れ
て
お
り
想
定
外
の
災
難

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
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堀口正良議員が議員辞職
　本年 1月 31 日に堀口正良議員から辞職願が提出され、同日議長が承認し辞職許可通

知が交付されたことに伴い、堀口議員の 1月 31 日付けでの辞職が確定しました。

　併せて同氏が就任していた、江戸崎地方衛生土木組合議会議員、稲敷市監査委員の職

も市議会議員の辞職に伴い欠員となりました。

議会構成を一部変更
●市議会議員補欠選挙執行により新議員を決定！
　　―　　議員（１名）が新たに就任―

　本年 2月より欠員となっていた市議会議員 1名の補欠選挙が、4月

14 日執行の市長選挙とともに実施され、竹神裕輔氏が当選されました。

　これにより4月15日から平成26年12月21日（任期満了日）までの間、

市議会議員として「総務教育常任委員会」に所属し、議会活動に取り組

まれます。

●江戸崎衛生土木組合議会議員・稲敷市監査委員を選任
　堀口議員の辞職に伴い欠員となっていた、江戸崎衛生土木組合議会議員及び議会選出

の市監査委員に、それぞれ次の議員が就任されました。

　　○江戸崎衛生土木組合議会議員　　高野 貴世志 議員

　　○稲敷市監査委員　　坂本 　源 議員

●茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員を選任
　長坂議員の任期満了に伴い、茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員に次の議員が就

任されました。

　　○茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員　　木内　義延 議員



9 稲敷市議会だより　第32号

　　○常任委員会委員
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務教育常任委員会
（8名）

根本光治 山本彰治 坂本　源　篠崎力夫　柳町政広
高野貴世志　岡沢亮一　竹神裕輔

所管する
部 署 課

市長公室（秘書広聴課　政策審議室　企画課）
総務部（総務課　財政課　管財課　各総合窓口課）
会計課　監査委員事務局　議会事務局
教育委員会（教育学務課　指導室　生涯学習課　各給食センター　各公民館
　　　　　　各運動公園　あずま生涯学習センター　図書館　歴史民俗資料館）

市民福祉常任委員会
（7名）

松戸千秋 長坂太郎 山口清吉　遠藤一行　黒田　正　山下恭一　浅野信行

所管する
部 署 課

市民生活部（市民課　税務課　納税課　保険課　生活環境課
　　　　　　放射線対策室）
保健福祉部（社会福祉課　保護室　人権推進室　高齢福祉課
　　　　　　児童福祉課　いこいのプラザ　認定こども園　桜川保育所
　　　　　　子育て支援センター　健康増進課）

産業建設常任委員会
（7名）

大湖金四郎 篠田純一 根本勝利　根本　保　木内義延　関川初子　伊藤　均

所管する
部 署 課

産業建設部（農政課　商工観光課　建設課　都市計画課）
農業委員会
上下水道部（水道課　下水道課）

　　○その他の委員会委員
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

議会運営委員会
（6名）

高野貴世志 根本光治 山下恭一　木内義延　大湖金四郎　松戸千秋
主な所管業務 市議会運営全般に係る方針や取決め等

議会だより編集委員会
（6名）

根本　保 岡沢亮一 山口清吉　大湖金四郎　根本光治　松戸千秋
主な所管業務 議会だより発行に関する編集業務及び議会広報活動等

　　○一部事務組合等の議会議員
一部事務組合名 選　出　議　員

江戸崎地方衛生土木組合
（6名）

長坂太郎　山下恭一　坂本　源　篠崎力夫　＊高野貴世志　伊藤　均

主な所管業務 ごみ処理施設の設置管理、一般廃棄物の収集運搬業許可、火葬場及び
斎場（聖苑香澄）の管理運営、公共的土木事業に関する事務

稲敷地方広域
市町村圏事務組合

（4名）

遠藤一行　柳町政広　関川初子　岡沢亮一

主な所管業務 広域市町村圏計画の策定、広域消防、養護老人ホーム（松風園）の管理運営、
職員の共同研修

龍ヶ崎地方衛生組合
（4名）

山口清吉　木内義延　山本彰治　篠田純一
主な所管業務 し尿処理に関する事務

茨城県後期高齢者医療広域連合
（1名）

＊木内義延
主な所管業務 後期高齢者医療制度に関する事務

　　○監査委員
議会選出監査委員 ＊坂本　源

※「一部事務組合等の議会議員」の内、＊印の付された者が今回新たに就任した議員。

議 会 の 構 成



第
１
回
定
例
会
に
は
、
５
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

ふるさと納税の明確な目標を
室長 更なる事業の充実を

ふるさと納税のパンフレットでは、稲敷
市ふるさと応援寄付金に対して「皆さま

からの応援を心よりお待ちしております。」とあ
り、この使い道として、産業及び環境観光に関す
る事業をはじめ、イベントや環境、福祉、教育、
その他全般から選ぶことができるようになってい
る。平成 20 年 12 月から受付を開始し、平成 24 年 3月 31 日までに、申込
数 10件、総額で 742 万 3,494 円の寄付があるが、1円も使われていないの
はなぜか。
　また、優遇措置として個人住民税の税額控除を受けられるが、ふるさと納税
をしていただいた方の特典として、さらに市の特産品のプレゼントするなどし
て、稲敷のＰＲを考えてみてはどうか。
　今後の活用、寄付をいただいた方への対応、そして今後のＰＲについて伺う。

寄付金は今年１月末現在で 19 件 751 万 8,494 円です。現在条例に基づ

き基金に積み立てており、今後産業及び観光振興、自然環境の保全、福

祉の充実、教育・文化・スポーツ振興など、寄付者の指定された事業に充当し、

事業の充実を図っていきます。

　寄付をいただいた方に対しましては、お礼の手紙と地域情報を掲載したエー

ル便などを添えて郵送しています。また本人の了承が得られた場合、ホームペー

ジに公表しています。

　今後におきましても、ふるさと納税制度の仕組みや手続きなどをホームペー

ジでさらにわかりやすく情報提供するとともに、例えば中学校、高校などの同

窓会の機会をとらえてパ

ンフレットなどを配布す

るなど、広報活動を徹底

してまいりたいと考えて

おります。

　今後は市のイメージ

アップを図る上でも全国

の自治体の事例を参考に

するなどしながら、より

効果的な取り組みを進め

ていきます。

大湖

室長

大湖 金四郎
議　員

ふるさとへの想いをかたちに（ふるさと応援寄附金）
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市
政
を
問
う

就
学
援
助
制
度
は
法
律
に
基
づ
き
、
生

活
保
護
該
当
の
要
保
護
と
市
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
の
基
準
で
認
定
す
る
準
要
保
護
が
あ
る
。

茨
城
県
の
平
均
給
付
率
は
６
・
38
％
で
あ
り
、

稲
敷
市
は
３
・
８
％
で
近
隣
市
町
村
と
比
べ
て

も
最
低
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
的
に
困

窮
し
た
場
合
、
子
ど
も
達
が
お
金
の
心
配
を
し

な
い
で
学
べ
る
よ
う
就
学
援
助
制
度
を
利
用
で

き
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

①
全
児
童
生
徒
へ
の
制
度
説
明
が
必
要
で
は

②
ク
ラ
ブ
活
動
費
等
の
市
独
自
の
給
付
を
充
実

さ
せ
る
考
え
は

③
所
得
認
定
基
準
を
引
き
上
げ
る
べ
き
と
思
う

が 山
口 利

用
し
や
す
い
就
学
援
助
制
度
を

部
長 
来
年
度
よ
り
全
学
年
に
制
度
案
内
を
行
う

山 口 清 吉
議　員

④
申
請
に
あ
た
っ
て
民
生
委
員
が
介
在
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は

　

以
上
、
４
点
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
制
度
の
案
内
に
つ
い
て
は
新
入

学
の
児
童
生
徒
に
対
し
案
内
を
配
布
し

て
い
ま
す
が
、
来
年
度
は
全
学
年
の
保
護
者
に

案
内
を
行
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
費
等
へ
の
市
独
自
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
県
内
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

所
得
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
年
間
収
入
額

が
生
活
保
護
基
準
額
の
１
・
２
倍
以
下
と
し
て

い
ま
す
。
龍
ケ
崎
市
で
は
１
・
３
倍
で
す
が
、

そ
の
他
の
近
隣
市
町
村
で
は
１
・
２
倍
で
あ
り

ま
す
の
で
近
隣
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

　

申
請
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員
の
署
名
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
認
定
に
あ
た
り
家
庭
訪
問

を
お
願
い
し
、
確
認
後
、
世
帯
表
に
署
名
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
民
生
委
員
の
協
力
は
必
要
と

考
え
ま
す
。

部
長

稲敷市には、江戸崎、沼田、高田、
光葉の４カ所に耐震性貯水槽が設

置されている。県南部は高い確率で南関東
直下型地震が想定されており、東日本大震
災後その確率が高まったといわれている。
備えあれば憂いなし、現在の小学校区に１
カ所の増設が必要ではないか。

設置している４基の貯水槽の容量

は、４万人が３日分使用できるも

のとなっています。また、市内の備蓄倉庫

には、500 ミリリットルのペットボトルを

7,000 本備蓄してお

ります。

　地域的には、新利

根地区、桜川地区に

おいて耐震性貯水槽

が未整備であること

から、今後は中学校

区を基本とする整備

計画を策定します。

耐震性貯水槽の増設が必要では
田口市長  中学校区を基本とした整備計画を策定

山口

市長

このほか、道の駅設置について質問がありま

した。

沼里コミセンに設置されてい
る耐震性貯水槽
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一
般
質
問

学校施設の老朽化の現況及び対策は
部長 長寿命化改良事業（補助制度）を

有効活用したい

稲敷市での公立学校の老朽化対策については、中長
期的な整備計画を策定の上、改築だけではなく長寿

命化改良事業を積極的に活用するなど、より効果的に対策を
進めるべきと考えるが、学校施設の老朽化の現状、今後の対
策について教育部長の見解を伺う。

浅野 浅 野 信 行
議　員

建設から 40年を経過する古渡小学校

市内で建築後 40 年以上経過し

ている校舎は、根本小、柴崎小、

大田小、古渡小、浮島小、あずま南小（旧

校舎）です。また、桜川中の体育館も

40 年以上経過することになります。市

内の学校施設については、耐震補強、大

規模改造事業を計画的に進めており、さ

らに長寿命化改良事業を有効活用し積極

的、計画的に進めたいと考えます。

地
方
公
共
団
体
は
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
に
お
い
て
、
自
ら

の
事
務
事
業
に
関
し
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
の
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

　

地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る

街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換

す
る
こ
と
に
よ
り
消
費
電
力
を

抑
え
る
事
が
で
き
る
。
環
境
省

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
等
導
入
促
進

事
業
を
活
用
し
、
街
路
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
に
つ
い
て
早
急

に
検
討
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

　

ま
た
、
導
入
に
つ
い
て
は
、

地
元
企
業
の
活
用
に
よ
る
地
元

経
済
の
活
性
化
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

つ
い
て
は
、
12
月
定
例

会
に
て
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る

導
入
を
検
討
す
る
旨
答
弁
し
、

様
々
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
リ
ー
ス
方
式
で
は

な
く
、
地
元
業
者
が
直
接
請
負

え
る
方
式
が
最
も
経
済
性
が
高

く
、
地
元
業
者
の
雇
用
が
図
れ

る
整
備
方
式
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
の
了
承
を
得
な
が
ら
平

成
25
年
度
中
の
完
了
を
目
指
し

ま
す
。

平
成
25
年
６
月
定
例
会

へ
補
正
予
算
を
計
上
し
、

議
会
の
了
承
を
得
て
工
事
発
注

と
な
り
ま
す
。
市
で
防
犯
灯
器

具
を
一
括
購
入
し
、
地
元
の
電

気
関
係
事
業
者
へ
工
事
入
札
発

注
を
考
え
て
い
ま
す
。

浅
野

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
の

早
急
な
検
討
を

田
口
市
長

平
成
25
年
中
の
完
了
を
目
指
す

市
長

部長

部
長
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市
政
を
問
う

不
育
症
と
い
う
の
は
、

妊
娠
す
る
も
の
の
流

産
、
死
産
を
繰
り
返
す
症
状

で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
社
会

の
中
で
女
性
の
出
産
、
育
児

へ
の
支
援
施
策
は
大
変
に
重

要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
①

不
妊
症
に
比
べ
認
知
度
の
低

い
不
育
症
に
つ
い
て
の
周
知

方
法
、
②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

相
談
窓
口
の
開
設
、
相
談
体

制
、
③
市
独
自
の
助
成
制
度

を
設
け
る
考
え
は
あ
る
の
か
、

伺
う
。

松
戸 不

育
症
対
策
に
つ
い
て

田
口
市
長 

公
費
助
成
を
前
向
き
に
考
え
る

不
育
症
の
認
識
を
高

め
る
た
め
、
今
後
、

広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
あ
る
い
は
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
周
知
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、

健
康
増
進
課
の
保
健
師
が
対

応
し
、
ま
た
医
療
等
の
専
門

分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
茨

城
県
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
不
育
症
の
相
談
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
国
、
県
の
動
向
を
踏

松 戸 千 秋
議　員

ま
え
、
前
向
き

に
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

東日本大震災から２年を迎え、ど
の自治体においても防災の見直し

がなされている。
　東日本大震災では、障害のある方が一番
心配したのが避難所の問題であり、いつも
とは違う環境に順応することが難しいこと
を理解し、そして配慮してあげることが必
要かと思われる。災害時に支援を必要とさ
れる方への対応、及び防災マニュアルの見
直しについて伺う。

本年度から災害時要援護者対策推

進事業により、災害時の地域全体

での支援体制の整備に取り組んでおります。

特に要援護者は心身の状態や障害の種別に

よっては一般の避難所では生活に支障を来

すおそれがありますので、要援護者のため

の２次避難所として、高齢者対象の福祉避

難所を３カ所、障がい者のための福祉避難

所はハートピアいなしきと東保健センター

の２カ所を指定しました。介助に当たって

は専門的な資格を持った職員で対応を予定

しております。

防災計画の見直しについては、現

在、職員等のヒアリング等を行っ

て見直しに入っているところで、平成 25

年度末に完成する予定で業務に当たってお

ります。

障がい者及び障がい児の防災対策について
田口市長  支援体制を整備

松戸

部長

市
長

市長

このほか、障がい者、及び障がい児の虐待

防止について質問がありました。

災害時、障がい者の福祉避難所となるハートピアいなしき
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一
般
質
問

地域担当職員制度の現状、今後の方向性は
田口市長  検討組織を立ち上げ、策定作業に着手

当市では合併により行政が広範囲化し、また２年前に発生
した東日本大震災の教訓から、強固な防災コミュニティの

形成の必要性が認識されている。各自治体においても、既存の行政
区とは違う中間的なコミュニティと、そこに導入される地域担当職
員制度が今注目され始めている。
　昨年、市が作成した後期総合計画には、市民と行政の協働関係の
指針づくりや、市民との連携、協力関係を橋渡しする地域担当制を
検討しますと明記されている。この計画に対し、現時点ではどうなっ
ているのか、あるいは進んでいないのならばどういった方向で今後
進めるべきと考えているかを伺う。

山本

当市におきましては、町村合併以降、地域コミュニティが希薄になっており、コミュ

ニティ活動の支援は、今後のまちづくりを進める上で最重要課題であると認識をし

ております。行政として市内各地域の市民と職員が結びつきを強めながら、まちづくりに知

恵を出し合うことができる仕組みである地域担当職員制度の導入は必要であり、早急に取り

組みたいと考えております。

　まずは、庁内横断的な組織として地域担当職員制度を検討する会議を直ちに立ち上げ、区

長さんなどのご意見も伺いながら、制度設計や運用方針の策定作業に着手したいと考えてお

ります。

市長

山 本 彰 治
議　員
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果常常

委
員
長　

松
戸　

千
秋　

　

第
１
回
定
例
議
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
16
件
及
び
継
続
審
査
中
の
請
願

３
件
に
関
す
る
、
審
査
概
要
並
び
に

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
２
号
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
で
は
、
現
在
設
置
さ
れ
る
対
策

本
部
は
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す

る
も
の
で
、
今
回
の
改
正
は
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
対
応
措
置
で
あ

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
13
号
・
第
14
号
の
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
条
例
等
の
改

正
で
は
、共
に
設
置
さ
れ
る
副
所
長
・

副
園
長
・
主
任
保
育
士
の
役
割
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
副
所
長
は
一
般

行
政
職
の
補
佐
級
職
員
で
従
前
の
主

任
保
育
士
業
務
を
行
い
、
主
任
保
育

士
は
ク
ラ
ス
指
導
等
園
児
を
受
け
持

つ
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
21
号
、
一
般
会
計
補
正
予

算
案
件
で
は
、
保
護
室
所
管
で
住
宅

手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
の
申
請
件

数
や
要
件
等
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉

課
で
市
外
の
管
外
保
育
数
、
高
齢
福

祉
課
で
は
浮
島
・
松
風
園
の
空
き
状

況
や
夫
婦
入
所
等
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
生
活
環
境
課
の
審
査

で
は
、
放
射
線
除
染
等
に
よ
り
基
準

値
を
超
え
る
公
共
施
設
等
は
存
在
し

な
い
こ
と
な
ど
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
29
号
、
25
年
度
一
般
会
計

予
算
案
件
の
内
、
児
童
福
祉
課
所
管

で
は
保
育
料
と
給
食
費
の
未
納
状
況

に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
環
境
課
で
は
分
別
ご
み
収
集
事

業
の
他
、
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
設

置
シ
ス
テ
ム
の
補
助
対
象
に
関
し
て

質
疑
が
あ
り
、
企
業
は
対
象
外
だ
が

個
人
住
宅
で
は
宅
地
内
な
ら
ば
、
地

上
へ
の
設
置
で
も
対
象
と
な
る
こ
と

が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
41
号
か
ら
第
43
号
ま
で
の

訴
え
の
提
起
は
、
税
滞
納
者
の
消
費

者
金
融
へ
の
過
払
金
差
押
え
債
権
が

支
払
わ
れ
な
い
た
め
、
第
三
債
務
者

を
提
訴
す
る
旨
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

16
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
議
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
継
続
審
査
中
の
請
願
3

件
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
公
政
権

で
は
原
発
ゼ
ロ
か
ら
安
全
な
原
発
の

再
稼
働
へ
含
み
を
残
す
状
況
に
転
じ

て
お
り
、
東
海
原
発
で
も
安
全
努
力

が
進
め
ら
れ
る
中
で
の
廃
炉
・
再
稼

働
停
止
判
断
は
時
期
尚
早
で
は
な
い

か
と
の
意
見
に
よ
り
、
３
件
と
も
不

採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

根
本　

光
治　

 
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
13
議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に

つ
い
て
主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
号
、
稲
敷
市
入
札
監
視

委
員
会
設
置
条
例
の
制
定
で
は
、
組

織
、
会
議
の
開
催
等
に
関
し
て
質
疑

が
あ
り
、
委
員
会
は
５
人
以
内
で
組

織
し
、
学
識
経
験
等
を
有
す
る
者
で
、

入
札
及
び
契
約
に
関
し
公
正
中
立
の

観
点
か
ら
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
者
と
し
、
大
学
教
授
・
弁
護
士
・

司
法
書
士
・
公
認
会
計
士
・
市
民
か

ら
の
代
表
者
等
を
予
定
。
ま
た
、
会

議
に
つ
い
て
は
年
２
回
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
案
第
21
号
、
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
教
育
学
務
課
所
管
で
は
、

学
校
等
適
正
配
置
計
画
策
定
事
業
５

０
０
万
円
の
減
額
補
正
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
部
屋

建
設
の
た
め
の
基
本
計
画
策
定
予
算

で
あ
っ
た
が
、
児
童
福
祉
課
で
施
設

整
備
の
計
画
が
あ
る
た
め
減
額
と

な
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
29
号
、
一
般
会
計
予
算
の

う
ち
、
財
政
課
所
管
で
は
、
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は
、
１
９
８
億

９
，
１
０
０
万
円
、
前
年
比
で
７
億

５
，
１
４
５
万
円
の
減
と
な
り
、
減

の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
東
日
本
大

震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
の
予
算

計
上
が
前
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
が

上
げ
ら
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
委
員
か
ら
は
中
・
長
期
的
な
財

政
の
見
通
し
を
行
う
場
合
、
人
口
の

推
移
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
反
映
さ

せ
て
い
る
か
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

財
政
課
か
ら
は
、
人
口
の
推
移
に

よ
っ
て
最
も
影
響
を
受
け
る
も
の
は
、

歳
入
見
通
し
に
お
け
る
市
税
で
あ
り
、

納
税
義
務
者
数
の
減
少
の
動
き
な
ど

を
基
礎
と
し
て
税
収
の
将
来
見
積
り

を
行
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
財
政
見
通
し
を
行
う

に
当
た
っ
て
の
、
全
般
的
・
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

教
育
学
務
課
所
管
で
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
無
料
化
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
江
戸
崎
、
桜
川
、
東
地
区
の

学
校
に
お
い
て
通
学
定
期
に
よ
り
通

学
し
て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
バ
ス

代
を
全
額
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
委

員
か
ら
は
企
画
課
で
行
っ
て
い
る
公

共
交
通
事
業
と
教
育
委
員
会
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と

協
力
的
に
連
携
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
中
心
と
し
た
バ
ス
路
線
方
式
等
で

一
般
の
方
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
く

方
法
等
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
13
議
案
全
て
に
つ
い

て
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果常常

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

大
湖
金
四
郎　

　

第
１
回
定
例
議
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
19
件
に
関
す
る
、
主
な
審
査
概

要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　

議
案
第
３
号
、
稲
敷
市
道
の
構
造

の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
で
は
、
地
域
主
権
改
革

一
括
法
に
よ
り
道
路
法
が
改
正
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
国
が
一
律
に
法
令
で
定
め

て
い
た
市
道
の
構
造
に
関
す
る
技
術

的
基
準
に
つ
い
て
、
市
町
村
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

制
定
す
る
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
議
案
第
４
号
な
い
し

第
９
号
及
び
第
16
号
、
第
18
号
、
第

19
号
に
つ
い
て
も
、
地
域
主
権
改
革

一
括
法
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
条
例
の
制

定
及
び
条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
旨

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
21
号
、
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
、
商
工
観
光
課
所
管
の
審

査
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
の
１
０
０
万
円
の
減
額
に
つ
い

て
は
、
登
り
旗 

等
の
印
刷
経
費
の

削
減
に
よ
り
補
正
計
上
と
な
っ
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
都
市
計
画

課
の
審
査
で
は
、
木
造
住
宅
診
断
調

査
委
託
料
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り

24
年
度
実
績
に
つ
い
て
は
、
当
初
見

込
み
20
件
の
半
数
の
10
件
で
あ
っ
た

が
、
25
年
度
に
つ
い
て
も
前
年
同
様

20
件
の
予
定
を
し
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
29
号
、
一
般
会
計
予
算
案

件
の
う
ち
、
農
政
課
の
審
査
で
は
、

新
規
事
業
で
県
営
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
事
業
の
八
筋
川
開
拓
第
１

機
場
地
区
土
地
改
良
事
業
負
担
金
１
，

２
７
５
万
円
を
計
上
し
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
下
水
道
課
の
審
査

で
は
、
市
内
の
下
水
道
整
備
状
況
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、

江
戸
崎
、
新
利
根
、
東
の
３
地
区
で

整
備
中
で
あ
り
、
平
成
37
年
を
目
標

に
整
備
を
進
め
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道
へ
の

接
続
加
入
促
進
に
つ
い
て
も
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
39
号
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
で
は
、
水
道
料
金
値
下
げ

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

市
の
将
来
的
な
財
政
負
担
に
も
か
か

わ
る
こ
と
で
あ
る
為
、
水
道
料
金
徴

収
等
の
民
間
委
託
を
含
め
継
続
し
て

検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
19
議
案
全
て
に
つ
い

て
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（ 表　　紙 ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞

（ 本　　文 ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願者（陳情者）住所
　氏名　　　　　㊞

◆ 

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て 

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ

れ
ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

1
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の
他
の
資

料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
内
容
の
異
な
る
2
つ
以
上
の
事
項

を
請
願
（
陳
情
）
す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願
（
陳
情
）
書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出

年
月
日
、請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏
名
）

を
記
載
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場

合
に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載

し
、
外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

5
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
1
名

以
上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印

が
必
要
で
す
。

6
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
1
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

7
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て

随
時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日

前
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ

の
定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

　

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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第２回　議会報告会を開催
　稲敷市議会として２回目の開催となる「議会報告会」が平成 24年 10 月 27 日（土）

に、市役所江戸崎庁舎の会議室において開催されました。

　議員 19名（3名欠席）の出席のもと、まず議長から報告会開催の趣旨説明に続いて、

地方議会の役割、稲敷市議会の構成・運営の状況、議会改革への取り組み等に関す

る概要について説明がありました。

　その後、3つの常任委員会について、各委員長から委員会の構成、所管する市の組

織部局（部・課等）、年間付託議案の処理状況や主な審査案件の経過と結果の説明が

行われました。

　市民等の参加者は 22 名であり、昨年度より 12 名多く市民の皆さまに参加してい

ただきました。さらに開かれた議会を目指し広く広報活動に努めたいと思います。

　参加者の皆さまからは、議会に対し、決算審査特別委員会の設置意義や市の財政

状況に対する質問や後期総合計画実現の為に、市の財政状況チェック機能を十分に

果たしてもらいたいとの要望、子どもたちへの放射線対策への市への働きかけ等に

ついての要望がありました。また、一般質問が少ないとの意見がありましたが、本

会議のみではなく常任委員会傍聴も可能である旨、説明がされました。

　市政要望等については、執行者である市長あて通知をもって伝達を致しました。

　今後も議員一同、さらに市民の皆さまに開かれた議会を目標に議会活動に邁進し

てまいります。

活発な意見交換が行われました。
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発
行
‥
稲
敷
市
議
会　

編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

〒
３
０
０-

０
７
９
２ 

稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５　

☎
０
２
９
９-

７
８-

３
３
９
０
（
直
通
）

編

集

後

記

編

集

後

記

委

員

長　
　

根　

本　
　
　

保

副
委
員
長　
　

岡　

沢　

亮　

一

委　
　

員　
　

山　

口　

清　

吉

委　
　

員　
　

大　

湖　

金
四
郎

委　
　

員　
　

根　

本　

光　

治

委　
　

員　
　

松　

戸　

千　

秋

　

桜
花
欄
漫
の
春
が
過
ぎ
、
新
緑
が

萌
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
田
植
え
も
忙
し
く
な
り

慌
し
い
日
々
が
続
い
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
事
故
や
怪
我
等
が
な
い

よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
て
作
業
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
定
例
議
会
に
て
平

成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
１
９
８
億

９
１
０
０
万
円
の
予
算
が
議
決
さ
れ
、

新
年
度
の
稲
敷
市
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
議
会
議
員
の

補
欠
選
挙
に
よ
り
、
新
た
な
仲
間
が

増
え
ま
し
た
の
で
、
議
員
一
同
さ
ら

な
る
活
発
な
議
会
活
動
に
取
り
組
み
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
多
く

の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
議
会

活
動
に
理
解
と
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
岡
沢　

記
）

　市議会は、傍聴できます。

　この３月議会（定例会）では、期間中、のべ

１２人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役所

東庁舎の２階で当日に受付けています。

　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー

にあるテレビで議会中継を傍聴することも

できます。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）

FAX ０２９９―７８―３３９６

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

6 4 日火となります。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は２５席まで

　　 （別途、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事

務局までお問い合わせください。

　

こ
の
た
び
、
茨
城
県
市
議

会
議
長
会
よ
り
、
本
会
の
運

営
と
地
方
自
治
の
伸
長
発
展

及
び
市
政
の
向
上
振
興
に
貢

献
し
た
功
績
に
対
し
、
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
議
会
議
長

　
　

長　

坂　

太　

郎

　

ま
た
、
茨
城
県
南
市
議
会

議
長
会
よ
り
、
本
会
の
運
営

と
地
方
自
治
の
伸
展
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
功

績
に
対
し
、
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
議
会
議
長

　
　

長　

坂　

太　

郎

　

前
議
会
副
議
長

　
　

高　

野　

貴
世
志

議
員
表
彰

議
員
表
彰

　市議会ホームページをご覧ください
　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しているほか、議会の録画放送も掲載していますので、

ぜひご覧ください。また、新たな情報伝達の手段として稲敷市 Twitter（ツイッター）で、議会情報

の提供を行っています。

　　稲敷市ホームページ http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　稲敷市ツイッター https://twitter.com/inashiki_city

検索稲敷市議会


